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1.調査研究業務実績

微生物部

1.感染症サーベイランス事業に伴う遺伝子診断法の開

発及び手法に関する調査研究（継続）

［目的］

病原体情報と患者清報の一元化を図るため、分離ウイ

ルスの迅速同定法を開発する。また、食中毒、伝染病菌

についてパルスフィールド電気泳動法による疫学的舟犀析

手法を確立する。

［方法］

1.一本鎖高次構造多型比較法 (SSCP) を導入し、対

照株と分離株の辿伝子の異同を判定した。対照株に該

当しない分離株はSSCPパターンごとに分類し、代表

株の中和試験を実施した。

2. パラチフスA2株、チフス 3株、腸炎ビブリオ03:

K 6 42株、 04:K68 19株を供試した。解析条件の

検討項目としてはパラチフスとチフスについては

DNA包埋アガロースプラグを作製する際の市販キッ

トを使用する方法と感染研法を比較し、制限酵素によ

る解析力の違いとして BlnlとXbalを比較した。一

方、腸炎ビブリオについては、制限酵素の解析力の違

いとしてNotl、Xbal、Sfilを比較した。

［結果］

1.本研究に用いた共通プライマーは細胞系で分離され

たウイルス、哺乳マウスの系で分離されたウイルス共

に追伝子の増幅は可能でSSCP法により分離株を交力率

よく同定可能であった。しかし、分離された株が変異

株の場合は従来法による同定もしくは、他の研究機関

から株の供給が必要であった。

2. 1)チフス・パラチフスの泳動条件は感染研法と制

限酵素Blnlの組み合わせで実用可能であった。

2)腸炎ビブリオの泳動条件は制限酵索 Notl力ゞ50

~500Kbのバンドが生じ約300Kbのバンドの有

無で比校解析が可能であった。

2.腸管出血性大腸菌の疫学的解析に関する調査研究

［目的］

県内て分離された腸管出血性大腸菌 (EHEC) をハル

スフィールド電気泳動法 (PFGE)により分子疫学的に

解析し、感染源や感染経路、事例間の関連などにつしヽて

検討する。さらに、共通の感染源を介した散発事例の多

発 (DiffuseOutbreak)を監祝する。

［方法］

1. EHEC 0157の解析

家族内感染事例、焼き肉店関連事例、中国への修学

旅行生由来株など合計70株を供試した。

-5--

2. 0157以外の EHECの鮒析

026:家族内感梵事例、散発感染事例由来株合計27株

を供試しt.:。

055:業態者、食品、焼き肉店フキトリと健康相談者

山米株合計6株を共試した。

0121：家族内感染事例、散発感染事例由来株4株と過

上｛こ県内て分離された；日株、 ~17 株を供試したっ

0111 :家族内感染事例由来株7株を供試した。

0103:業喉者、保菌者由来5株と過去に県内て分離さ

れた 2株、計7株を供試した。

［結果］

1. EHEC 0157の解析

県南て 8月に多発した散発、出召か：分離された0157

(VT-1 &2+)に同一PFGEパターンの株が多数み

られた。疫学胴百から焼き肉店が原因他没と1仕定され、

当該店のフキトリから患者と同一PFGEパターンの

株が分隣されたことから、本事例は位き肉店を原因と

する県内初のDiffuseOutbreakと考えられた。 0157

(VT-2+)を原因とする DiffuseOutbreak事例の

発生は認められなかった。

2. 0157以外のEHECの解析

026: 9月初旬に026(VT-1+)を原因とする散発

事周が3件続けて発生したが、分離株の PFGE

パターンが異なっていたことから、これらの事

例1まDiffuseOutbreakでないと考えられた。

0121 : PFGEパターンのうち、約lOOKb以下の分子

量の領域において、バント数、位置に叫瞭な追

いが認められることが明らかとなり、この領域

に着目して解析を実施すへきと考えられに。家

族内感染事例においては、 0157の場合と同様に、

家肌が同一感染原力＞らj感染していると考えられ

た。

0111 :県内で初めて分離された。この1川清型のペター

ンの特徴を把握するためには、さらに多くの菌

株につしての検討燐必妥てある。

0103 :約150Kb以上の領域において菌株によるパター

ンの達いが顆著に見られたことから、この領域

に着目して解析を実施するべきと考えられた。

3. カンピロハクターの薬剤感受性と分子疫学的解析手

法に関する調査研究

［目的］

カンピロバクター・ジェジュニー (C.J.)の薬剤耐

性株の汚染状況を調査する。また、ハルスフィー）レト電

気泳動怯 (PFGE)を応用し、疫学解析に役立てる。

［方法］

1.薬剤感受性試験:6種類のセンシデイスクを用いて、



KB法で行った。

2. PFGE: DNAサンプル（プラグ）は市販キットで

調整した。制限酵素は Smal、電気泳動条件は 6V

/cm 0.5~25秒 20時間、機器は CHEFDR IIを使

用した。

［結果］

1.薬剤感受性試験

平成11年度は、供試株62株中ナリジクス酸耐性を含

むニューキノリン剤多剤耐性株は21株（33.9%)であっ

た。

平成10年度の28.2％に比較して増加傾向にあった。

2.食中毒事例由来株の血清型別及びPFGEパターン

解析

事例 1:供試 3株、血清型は 3株とも TCK12型で

PFGEパターンは同一であった。

事例 2:供試5株、血清型は 5株とも LIO2型で

PFGEパターンは同ーであった。事例 1と

事例2のPFGEパターンは異なっていた。

3.主要血清型のPFGEパターン

分離数が多かった血清型上位4種類 (LIO2、LIO

4、LIO7、TCK12:患者由来43株、鶏肉由来2株）

と型別不能8株及び非特異凝集株3株、計56株につい

てPFGE解析を行った。

LIO 2は供試株9株が5種類の PFGEパターンに、

LI04は12株が8種類のPFGEパターン、 LIO7は供

試株11株が7種類の PFGEパタ＿ン、 TCK12は供試

株13株が7種類のPFGEパターンに分かれた。型別

不能8株は 7種類、非特異凝集株 3株は 3種類の

PFGEパターンに分かれた。鶏肉由来の LI04型の

1株が患者由来LIO4型の 1株とバンド 1本のみ異

なる類似パターンを示した。

血清型別と PFGE解析を組み合わせることで、食

中毒・散発事例を含めたカンビロバクター感染症にお

いて、これまでより詳細な疫学解析が可能と考えられ

た。

4.高齢者のインフルエンザウイルスに対する抗体保有

実態と同ウイルスワクチン接種後の抗体保有に関する

調査研究（継続）

［目的］

高齢者の各種インフルエンザウイルスに対する抗体保

有実態と同ウイルスワクチン接種後の抗体保有に関する

調査を行い、高齢者のインフルエンザウイルス感染予防

のワクチン対策等に資する。

［方法］

1.抗体保有実態調査

(1) 対象地域（採取人数）：県内に居住する65歳以上
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の高齢者で県北部（156人）、県中央（108人）、県南

部（120人）の合計384人

(2) 使用抗原： A／シドニー／5/97(A香港型）、

A／北京／262/95(Aソ連型）、 B／三重／1/93、

B／山東／7/97の4種類

(3) 抗体測定法：赤血球凝集抑制試験

2. ワクチン接種後の抗体保有調査

(1) 対象者：大館市立総合病院の協力で採取された49

名。

(2)、(3)は1.に同じ。

［結果］

1.抗体保有実態調査

使用抗原に対する保有率（％）

地域 A／シドニー A／北京 B／三重 B／山東

県北部 29.5 12.8 36.5 14.1 

県中央 43.5 29.6 56.5 13.9 

県南部 28.3 19.2 31.7 20.0 

県内の 3地域に居住する高齢者を対象としたインフル

エンザウイルスの抗体保有実態調査では、各ウイルスに

対する抗体保有はみられるものの、その血球凝集抑制抗

体価は10倍～40倍の低い範囲に止まる者が多くみられ、

これらのことから調査地域以外の高齢者においてもほぼ

同様な抗体保有傾向が推察された。

2. ワクチン接種後の抗体保有調査

使用抗原に対する保有率（％）

A／シドニー A／北京 B／三重 B／山東

49人平均豪 82.1 92.9 64.3 64.3 

（＊一部65歳未満含む）

ワクチン接種後は非接種者に比較し高い抗体保有状況

であった。

5.感染症の血清疫学 ー感染症の疫学解析ー（継続）

［目的］

秋田県内の感染症発生に関する流行解析指標や予測指

標を作成し、感染症の未然防止対策に資する。

［方法］

1)風疹抗体検査：森田らの方法（アクリノール処理

HAI検査法）により実施。抗体価8倍以上を陽

性とした。

2)血清検体：平成11年11月～12年1月にかけて採取、

湯沢市保健所管内のポリオ流行予測調査対象者

214名のうち、風疹検査を希望した190名。



［結果］

風疹抗体検査結果

年齢群 検査件数 陽性数 陽性率（％）

0-1 6 5 83.3 

2-3 16 13 81.3 

4-6 22 21 95.5 

7 -10 28 26 92.9 

11-14 18 15 83.3 

15-19 19 18 94.7 

20-24 21 . 19 90.5 

25-29 20 11 55.0 

30-39 19 17 89.5 

40- 21 17 81.0 

総数 190 162 85.3 

結婚適齢期の女性の抗体保有率は20-24歳群（19名）

で89.5%、25-29歳群（16名）で50.0%、30-39歳群
(19名） 89.5％であった。先天性風疹症候群発生予防の

ためにも25-29歳群の女性においては妊娠前に風疹ウイ

ルスに対する免疫の確認が必要と考えられた。
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理化学部

1.県内産イワガキのマビ「生貝毒調査研究（継続）

［日的］

全国一の水揚けを誇る秋田県産のイワカキについて、

安全性を確認するためマヒ性具毒の調査を実施する。

［方法］

l)検肖方法

公定法（昭和55年7月 1日 環乳第30号「貝毒の検

西方法について」）による生物試験

2)試料

平成11鉗5月から 8月まで、県内の 5漁協を通じて

購入した28件

［結果］

1)秋田県のすべてのイワガキ梢場にはマヒ性貝毒の

存在か疑われた。

2) 28件のすべての試料に微量なからマヒ性貝奇が存

在したか、定量可能なものは4件のみで、他はすべ

て定星限界以下と、微鼠であった。

3)最高値は）協本沖で採取した試料で、 2.0MU/ g 

でった。

2. 温泉水中の天然放射性物質及び微量元素に関する調

査研究（継続）

［目的］

県内温泉水中の天然放射性物質及び微量元素の合有吊

を晶査し、秋田瞑の温泉の有効利用に資する。

［方法］

1)調査椋泉

小安地域：大湯温泉、多郎兵温泉、いこいの村温

泉、翌明館温泉、小椋旅館溢泉、奥山

旅館温泉

秋の宮地域：稲住温泉、限の湯温泉

2)放射乳物虹

全g放射能：低バックグランド放射能1;1動測定器

による測定

7線放出各種：ゲルマニウム乎導体付き波光分析器

による測定

3)微量元索

Co、Mo、Se、Ni、 Cr:フレームレス原子吸光光度

計による測定

Si:比色法による測定（モリプデン青法）

その他の調査項目：温度、pH

［結果］

放射性物質について

全B放射能は、調査した総ての源泉で検出されたが、
最高値を示したのは6月に採取した稲住温泉であった。

7線放出核種については、 K-40がもっとも多く検出さ
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れた。

Tl-208は6月採収分て 6順泉から検出されたか、 10月

分からは検出されなかった。 Bi-212、Bi-214はいすれも

検出されなかった。

微吊心素について

N]、Cr、Coは小椋脈館 (6月分）かもっとも属い値

てあった。 Moは稲住品泉の 6月に最高値を示した。 Se

は今回調杏した諒泉仝てて不検出てあった。

3. 地すべり・土石流災害後の八幡平地域の温泉等の変

動に関する調査研究（継続）

[El的］

秋田県八幅平全域の晶泉水や咬気等を閲青することに

より、地すへり・十石流災古前後の八喘平地域の変化及

ひその要囚を考察する。

［力法］

調杏箇所：焼山（熱水、噴気）

土川湿泉（大噴、牽入風呂、熱水、噴気、沢

水）

叫ひ沢（熱水、噴気、沢水）

銭川沿泉（温泉水、浅屑地下水、河川水）

澄川温泉（温泉水、浅屈地下水、河川水）

赤川温泉（湿泉水、戊胴地下水、河川水）

志張温泉（i品泉水、浅匠地下水、河川水）

調杏時期： 6月、 9月 年2且

詞杏項目：温度、湧出量、蒸発残望物、塩化物イオン、

硫酸イオン、ヒトロ炭酸イオン

［結果］

澄川地区て新たに湧出している熱水（祈熱水）は、ほ

ほ中鳳の硫酸泉て、以前の酸性の硫酸泉てはなかった。

祈熱水の内容成分は1998年から2000年 5月（補足調査

として実施）まてほほ変化かなかった。また、 2000年5

月には新熱水の湧出箇所からおよそ10m晶所からも熱水

か湧出していたか、新熱水と比較して温度か約25℃、

pHか約0.6低かった。

澄）ii地区の隕気の酸糸と水索の同凶体比は1997年か際

だって高い値であったが、 199触Fにはほぼ以前の値に戻っ

た。

玉川温泉の塩素イオンはやや増加し、硫酸イオンはや

や減少していた。



生活科学部

1．ライフステージ別による食生活改善のための課題に

関する調査研究（継続）

［目的］

県民の食生活パターン構成について食習旧（嗜好状況）

を路まえて分析する。さらに、健康妍進のため、食生活

改善の課題をライフステージ別に探り、食生活改善対策

に資する。今回は、味つけについて嗜好状況を把握する

ために、県内 3ヶ所で調査を行った。

［方法］

1)食習慣（嗜好状況）と食物摂取状況の分析

対象者は、全県3ヶ所で30歳以上の男女175名（男

性33名、女性142名）であった。

(1) 嗜好調査（全県3ヶ所）の実施

① 糖度と塩分の紐み合わせを変えた潰物と煮物

及びみそ汁（ 1％塩分）を試食させ、その味つ

けの評価を面接聞き取り方式でアンケート調査

した。

②煮物、煮魚に使用する調昧料調べ

(2) 自家製泊物の塩分・糖度測定

①検体は 7月に採取し、塩分は塩分計、糖分は穂

度計で測定した。

2)食生活パターンからみた食生活改善の課題の検討

平成8年度の県民栄養凋百の対象者について、食生

活パターンを平成10、11年度に聞発した献立分析ソフ

トを川いてライフステージ別に SASで分析した。

［結果］

l)食習肌（嗜好状況）と食物摂取状況の分析

嗜好調査では、 60歳代以上で昧つけの目己評価が

「うすい」と答えた者が男女とも半数を占めたか、

試食の評価とにズレのある者が多かった。これは、

健康に配此して「以前の自分に比べて味つけかうす

くなった、うすくしているつもり」という認識的な

回答、加齢により「味覚か鈍くなっている」などの

理山か考えられた。また、甘味には塩味を！感じにく

くする作用かあることから、今後の減塩指導は、塩

味と甘味のバランスを考慮に入れた指導が必要があ

ると感じた。

調味料調査から、 30歳代、 40歳代では、調味にめ

んつゆを使用する場合が多いことがわかった。

2)食生活パターンからみた食生活改善の課題の検討

調理形態別に食生活パターンをみると、各年代とも、

3食ともに、加熱をしない調理（例：長いも、納豆、

剌身など）が多かった。さらに、年齢階層別にみる

と、幼児から18歳～24歳まで（区分 1)、25歳～29

歳と30歳代（区分2)、40歳代以降（区分3)の3

パターンになった。区分2は区分1と区分3が混ざっ
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たパターンであった。

2. 介入による生活習慣改善手法に関する調査研究（継

続）

［目的］

具休的な生活習慣改善手伝を検討するために、地域に

合った介入により検診所見に及ほす食事の影腎をみる。

今年度は、看護学生を対象とした牛乳摂取に係わる健

康調査を実施した。

［方法］

l)食事か検診所見に及ほす屈瞥の実験的考察

(1)乳製品摂取と検診所見（骨吊）との閲辿 牛

乳摂取に係わる凋査一

① 対象者：看護学生 (3年課程）

19期生： 1年牛 49名、 18期生2年生 47名

② 調査内容

19期生：健康謁査（年4回）、負荷（摂取）、

介入、経過観察

18期生：健康闊杏（年3回）、介入、経過観

察

③ 凋斉項目：骨爪、休格測定、尿・聞液倹杏、

健康・食生活調査、栄養謁査

④ 凋査方法：骨量は超音波法と DXA法（年 1

回）て測定し、他の項目について

は昨年と同様の方法で実施した。

分折は女子のみについて行った。

算果］

調査結果は、次のとおりてあった。

1) 19期生 (1年生）の牛乳を飲む習「員をみると、小

中学生まてはほとんとの者か飲んでいたか、事前調

杏時には52％と少なくなった。牛乳を負荷するため

に摂取を促したところ、 91％の者か摂取を希望し、

負荷中はほとんとの者か継続して飲んた。

2) 19期生における在宅状況は、自宅か63％と最も多

く、次いて寮か20%、アパートか15％てあった。生

店、食小状況については、約60％の着か規い」正しい

と答えていた。

3) 19期生では、昨年の18期生より血清コレステロー

ル値が高い者と貧血傾向を示した者はやや少なかっ

たが、体格状況及び栄養摂取状況はほぼ同様の傾向

を示した。

4)骨密度が基準値より低い者の割合は19期生では超

音波法で19.6%、DXA法で6.5％であり、 18期生

では、両法とも15.0％であった。両法の測定結果

を個人ごとにみると、指導基準区分では一致しない

者がみられたが、測定値間では正の相関が認められ

た。



5)産業疲労の30項目による自覚症状調査結果をみる

と、 18,19期生ともに、眠気とだるさの群(I群）

の項目を訴える者が55％おり、 18期生では「いらい

らする」 (II群）と答えた者が7割強と19期生より

多かった。

6) 18期生 (2年生）の栄養摂取状況の結果等につい

ては、本誌上に別報した (64~68頁）。

3.生活習慣病予防からみた中学生の健康管理方法に関

する調査研究（新規）

［目的］

中学生の健康•生活状況について実態を把握し、小児

期における生活習慣と生活習慣病の危険因子との関連に

ついて、地域性を明らかにするとともに、そのトラッキ

ング現象を検討する。さらに、これまでの研究を系統的

に検討し、中学生における健康管理方法を探る。

［方法］

1) 中学生における健康•生活状況の実態把握

(1) 対象者：井川中学生1~3年生 181名

但し、栄養調査は、 1年生の52名のみに実施した。

(2) 健康調査：平成11年5月18日に実施

①調査内容：体格状況（身長、体重、体脂肪率）、

糖・脂質関連血液検査、生活・食生

活状況調査

②尿・血液検査（一部）は、学校保健成績を活用

した。

(3) 栄養調査：平成11年5月26日に実施

平日の2日間の食事について、自己記入方式によ

る面接聞き取り調査でおこなった。

(4) 健康指導及び行動変容状況の把握

①1年生には結果報告会で個人指導を行った。

②1~3年生の要指導者に対しては追跡調査と行
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［結果］

動変容調査を行い、親子による事後指導を行っ

た。

1)健康調査結果(1~3年生）

(1) 肥満傾向がみられた生徒は、軽度肥満よりも中・

高度肥満の割合が高く、男子に強くみられた。女

子の2, 3年生に、肥満度の割には体脂肪率の高

い者が多くみられた。肥満のある生徒に異常所見

を重ねてもっている者が多かった。

(2) 血圧の低い生徒が多く、自覚症状を伴う生徒も

いた。

(3) 貧血（低ヘモグロビン）状態の生徒は多くなかっ

た。

(4) 高コレステロール値者は多くないが、動脈硬化

指数の高い生徒がみられ、尿酸値の高い生徒が多

かった。学校保健以外に体脂肪率や脂質代謝に係

わる血液検査等を実施した結果、予想に反して異

常値を示した生徒が多くみられた。

2)栄養摂取状況（1年生）

(1) エネルギー、たんぱく質の所要量に対する充足

率では、低い (80％未満）生徒が女子で多く48%

いた。

(2) 脂質の充足状況は高い生徒が多く、女子では食

事全体に対する脂質の割合が高い生徒が多く36%

いた。

(3) カルシウム充足率の低い生徒は、男子で17%、

女子で28％おり、牛乳以外からの摂取が少なかっ

た。

(4) 鉄の充足率が低い生徒が多く、男子で35%、女

子で44％と、女子で多くなっていた。

(5) 1日量でみ・ると、米類と野菜の摂取が少なかっ

た。



JI.国等からの補助金による事業

1.地方衛生研究所の機能強化に関する総合研究

分担研究 地域における健康•栄養状況等の評価に関

する研究（厚生科学研究費補助金）

1) 食物摂取状況と身体的指標からみた栄養状態の

評価方法の検討

［目的］

食物摂取状況および体格状況、血液検査値等を用いた

簡便法による総合的な栄養状態の評価の仕方を検討する。

今年度は、地域住民を対象に、生活習慣病予防の観点か

らみた栄養状態の評価を試みる。

［方法］

1.対象者：井川町で毎年4月に実施する循環器健診

を受診した住民、 40歳～59歳の男女125

名

2.調査内容：体脂肪率を含む体格状況と血液検査及び

食物摂取状況調査（食習慣・栄養調査）

3.解析方法：対象者の栄養状態の評価について、男女

別に、体格状況と血液検査値などの身体

的指標及び食物摂取状況からみた栄養充

足状況等から検討する。さらに、栄養状

態の評価指標を検討するために、体格状

況別に他の所見値や食物摂取状況につい

て分析する。

［結果］

1.対象者の栄養状態は、身体的指標からみると、男女

とも肥満傾向の者が多く、血清アルプミン値はほとん

どの者が適正範囲を示しており、さらに血清総コレス
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テロール（以下、 T-CHOとする）値が高い者が 3割

以上いるなど、全体的には欠乏状態はみられなかった。

2)食物摂取状況からみると、エネルギー充足率が80%

未満の不足傾向にある者が3割以上いるなど、栄養摂

取状況が不足状況にある者が多くみられた。

3)体脂肪率とBMIのそれぞれで肥満区分を分けて、

高T-CHO値者の頻度をみると、男性ではBMIの過

体重以上の区分で高T-CHO値者の頻度がやや高かっ

た。女性では、体脂肪率の適正範囲を超え、軽度肥満

の基準に充たない境界の範囲で、すでに高T-CHO値

者の頻度が有意に高くなった。これらから、生活習慣

病予防などの指導時において、体脂肪率による肥満判

定は適正範囲に収まるようにすることが重要と考えら

れた。

4)男女とも、体脂肪率の区分による肥満傾向が有りの

群で、無しの群よりも生活習慣病予防と関連があると

考えられる血清脂質検査値等が高い値を示し、この傾

向は男性で強くみられた。また、この群間で食物摂取

状況でも差がみられ、男女で異なった特徴がみられた。

今回の調査において、昨年度の若い女性を対象にした

調査結果と同様、身体的指標による栄養状態では、不

足状況がみられなくむしろ過剰状態にあると推測され

る者で、現在の栄養摂取状況等からみると欠乏に偏っ

ている者が多くみられた。来年度は、 30歳代と40~50

歳代の補完調査を行い、年齢階級別による栄養状態の

評価を試みるとともに、生活活動強度についての調査

を行い、より的確な評価方法について検討していきた

い。




